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失敗事例のタイトル  
酢酸精留塔のぎ酸による腐食 

一次原因（材料要素）  
全面腐食、酸腐食 

機種  
蒸留塔、塔類 

部品  
塔本体 

材料  
チタン 

概略の寸法  
 

損傷発生時の状況  
微量のぎ酸を含む酢酸を精留する蒸留塔（チタン製）の中間部の特定部分に激しい腐食が発生した。本環境条

件のフィード液中、塔本体が遭遇する最高温度を模した環境条件における事前の耐食試験ではチタンは完全耐

食を示すことが確認されていた。 

調査内容とその結果  
蒸留塔の腐食部付近から抜き取った溜出液を分析したところ、ぎ酸濃度が 7～8％まで濃縮していた。この現象
は事前のシミュレーションである程度予測されていたが、結果は予測の範囲を超え、チタンの耐食限界を超え

ていた。 

損傷発生のシナリオ  
ぎ酸を含む酢酸を精留する蒸留塔の中間部で、蒸留の結果塔頂から溜出するぎ酸が溜出濃度以上に蓄積、滞留

し、チタンの耐食限界を超えて当該部のチタンに腐食が発生した。 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
塔中間部をチタン-パラジウム合金にて部分更新した。前後のチタンとの間のガルバニック腐食を懸念し接合部
を絶縁フランジにより電気的に絶縁した。 

教訓  
蒸留塔の運転管理項目としてフィード液、塔頂溜出液、缶出液が注目されるが、塔内の特異的濃縮、蓄積にも

注目する必要がある。 

備考  
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